
持続可能性

②

経
済
視
点

社会性のゴール

①

収益性
経済性のゴール

CSR/CSV 

SDGs
世界の共通言語

経営ツール・ミッション
［具体的な活動］

社会の繁栄

エシカル/ソーシャル/グリーン/ミレニアル

社会視点

社会のゴール

バリューズ［大事にしたい価値］

存在意義

ビジョン

パーパス・ビジョン・ミッション・バリューズの関係性

パーパス

ⓒ

価値創造ストーリーに挑戦する経営者への10の質問

パ
ー
パ
ス
と
収
益

「
同
時
実
現
」へ

パ
ー
パ
ス
は
受
験
英
語
で
は

「
目
的
」と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
本
誌
で
は
こ
れ
を
敢
え
て

「
存
在
意
義
」と
訳
す
こ
と
に
し

た
。
単
な
る
目
的
で
は
な
く
、
そ

れ
を
や
ら
な
い
と
社
会
の
中
で
自

組
織
が
存
在
す
る
意
味
は
な
い
と

い
う
、
よ
り
強
い
意
味
を
込
め
た
。

『
利
益
や
売
上
げ
ば
か
り
考
え
る

人
は
、
な
ぜ
失
敗
し
て
し
ま
う
の

か
』（
紺
野
登+

目
的
工
学
研
究

所
著
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
刊
）は

「
21
世
紀
は
パ
ー
パ
ス
の
時
代
に

な
る
」と
明
言
し
た
上
で
、
次
の

よ
う
に
記
し
た
。

「（
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
が
主

張
す
る
）共
通
価
値
を
創
造
す
る

こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば「
社
会
的

な
価
値
を
も
た
ら
し
、
か
つ
利
益

を
生
み
出
す
事
業
を
創
造
す
る
」

こ
と
が
目パ

ー
パ
ス的

で
あ
り
、（
ピ
ー

タ
ー
・
）ド
ラ
ッ
カ
ー
が
言
う
と

こ
ろ
の
目パ

ー
パ
ス的
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う

感
じ
で
す
」

「
実
は
、
ど
ち
ら
も
目パ

ー
パ
ス的

な
の
で

す
。
た
だ
し
、
ポ
ー
タ
ー
が
こ
こ

で
言
う『
共
通
価
値
を
創
造
す
る
』

こ
と
は『
小
目
的
』と
呼
ぶ
べ
き

も
の
で
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
思
い
描

い
た『
社
会
的
な
目
的
を
実
現
し
、

社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
個
人
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
』は『
大
目
的
』

と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
小
目
的
の

上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
目パ

ー
パ
ス的
で

す
」

未
来
の
顧
客
は
社
会
の
中
に

同
書
で
定
義
し
た「
大
目
的
」

は
、
弊
誌
で
定
義
す
る「
存
在
意

義
」と
同
義
だ
。

さ
て
、
ド
ラ
ッ

カ
ー
は
ど
の
よ
う

に
企
業
の
目
的
を

定
義
し
た
の
か
。

主
著『
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
』（
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
版
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
刊
）

で
は
次
の
よ
う
に

解
説
し
た
。

「
企
業
の
目
的
と

は
何
か
を
知
る
た

め
に
は
、
企
業
の

目
的
か
ら
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
の
目
的

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
外
に
あ

る
。
企
業
は
社
会
の
機
関
で
あ
り
、

そ
の
目
的
は
社
会
に
あ
る
。
企
業

の
目
的
は
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ

は
、
顧
客
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ

る
」こ

の
表
現
は
難
解
だ
。「
企
業

の
目
的
は
社
会
に
あ
る
」。
そ
し

て「
企
業
の
目
的
は
一
つ
し
か
な

い
。
そ
れ
は
顧
客
を
創
造
す
る
こ

と
に
あ
る
」。
こ
の
二
つ
の
文
章

は
一
見
、
矛
盾
し
て
い
る
。

こ
の
数
年
、
米
国
や
欧
州
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で「
パ
ー

パ
ス
」（
存
在
意
義
）と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
急
速
に
増

え
た
。
こ
の
30
年
ほ
ど
の
間
に「
ビ
ジ
ョ
ン（
あ
る
べ
き
姿
）」

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）」「
バ
リ
ュ
ー
ズ（
価
値
観
）」な
ど
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
改
革
運
動
が
展
開
さ

れ
た
が
、
パ
ー
パ
ス
は
何
が
違
う
の
か
。

�

（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森
　
摂
）

ス
名
誉
教
授
は
次
の
事
例
を
紹
介

し
た
。

「
２
０
０
８
年
に
大
不
況
が
発
生

し
、
米
Ｄ
Ｔ
Ｅ
エ
ナ
ジ
ー
社
の
従

業
員
た
ち
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
仕

事
に
集
中
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
た
。（
中
略
）Ｄ
Ｔ
Ｅ
取

締
役
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

ジ
ョ
ー
・
ロ
ブ
レ
ス
氏
は
リ
ー

ダ
ー
の
一
番
重
要
な
仕
事
は

『
人
々
と
パ
ー
パ
ス
を
結
び
つ
け

る
こ
と
だ
と
答
え
た
』」

筆
者
の
見
解
は
、
ド
ラ
ッ
カ
ー

が
言
う
顧
客
創
造
の「
顧
客
」と

は
市
場（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）に
い
る

既
存
顧
客
で
は
な
く
、「
未
来
の

顧
客
」で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て

「
未
来
の
顧
客
」は
市
場
で
は
な

く
、
社
会
に
存
在
す
る
。
こ
の
解

釈
で
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
記
述
の
お

お
よ
そ
の
説
明
が
付
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
ビ
ジ
ネ
ス
文
書「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

コ
ン
パ
ス
」に
記
述
が
あ
る「
ア
ウ

ト
サ
イ
ド
イ
ン
」ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

社
会
課
題
の
解
決
を
起
点
に
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、

ま
さ
に
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
言
う
顧
客

創
造
と
同
根
だ
。

パ
ー
パ
ス
と
い
う
言
葉
は

「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」を
き
っ

か
け
に
世
界
に
広
が
っ
た
。
業
種

に
関
わ
ら
ず
経
営
危
機
を
迎
え
た

企
業
が
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
従

業
員
の
士
気
の
向
上
だ
っ
た
。

『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

レ
ビ
ュ
ー
』２
０
１
９
年
３
月
号

掲
載
記
事
に
お
い
て
、ロ
バ
ー
ト
・

Ｅ
・
ク
イ
ン（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
ロ

ス
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ビ
ジ
ネ

経
営
者
が
自
ら
語
る
べ
き

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
Ｉ
Ｉ

Ｒ
Ｃ（
国
際
統
合
報
告
評
議
会
）が

２
０
１
９
年
に「P

urpose and 

P
rofit

」と
い
う
小
冊
子
を
出
し 

た
こ
と
だ（
左
に
一
部
を
引
用
）。 

Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
企
業
の
財
務
情
報
と

非
財
務
情
報
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ

（
環
境
・
社
会
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
）情
報
を
統
合
し
た
レ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
開
発
し
て
い
る
国
際
的
な
団

体
だ
。

財
務
情
報
が
容
易
に
数
値
化
で

き
る
の
に
対
し
、
非
財
務
情
報
は

数
値
化
や
定
量
的
な
把
握
が
難
し

い
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
企
業

の
社
会
的
目
的
や
長
期
的
な
方
向

性
を「
物
語
」と
し
て
情
報
開
示

（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の

中
核
に
置
く
べ
き
な
の
が「
パ
ー

パ
ス
」で
あ
り
、
そ
れ
が
十
分
に

機
能
す
れ
ば
、
そ
の
企
業
の
長
期

的
な
収
益
性
を
後
押
し
す
る
と
い

う
ロ
ジ
ッ
ク
だ
。

す
で
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
米
国
や

欧
州
で
企
業
価
値
の
半
分
を
超
え
、

日
本
で
も
急
激
に
伸
び
て
い
る
。

自
社
の
株
価
を
下
支
え
す
る
上
で

も
、
経
営
者
が
自
ら
パ
ー
パ
ス
を

物
語
る
こ
と
が
重
要
だ
。

も
は
や
上
場
企
業
だ
け
で
な
く

非
上
場
企
業
も
、
そ
し
て
非
営
利

組
織
や
行
政
・
自
治
体
も
、
ト
ッ

プ
が
自
ら
パ
ー
パ
ス
を
語
る
時
代

に
な
っ
た
。
パ
ー
パ
ス
の
発
信
は

企
業
の
収
益
性
だ
け
で
な
く
、
求

心
力
が
あ
る
健
全
な
組
織
づ
く
り

や
不
祥
事
の
防
止
に
も
有
用
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Ｚ
世

代
な
ど
若
い
世
代
は
、
社
会
課
題

に
取
り
組
む
会
社
ほ
ど「
働
く
こ

と
に
意
欲
を
感
じ
る
」社
員
の
比

率
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。

①事業を取り巻く状況を説明しましたか？　市場に関する経営者
の見解、市場に影響を与える主なトレンド、成長の可能性、組織
の相対的な位置付けと「根底にある仮定」について説明して下さ
い。組織とそのステークホルダーに重要な影響を与えるトレンド
の概要を説明するとともに、そのトレンドが組織の長期的な将来
に与える意味を説明して下さい。
②あなたは誰？　目的、使命、ビジョンの明確なステートメント
を述べる。これらは、組織が社会における役割を明確に伝えてい
るか、取締役会の議題の具体的なポリシーに変換されているかを
確認する。これらを念頭に置いて、利害関係者がどのように関与
しているか、彼らの関心事が考慮されているか、ビジネス上の意
思決定がなされているかを説明して下さい。
③あなたのビジネスが価値を創造する方法を説明していますか？　
組織は、純粋に金銭的な利益を超える長期的な価値創造プロセス
を実証し、組織の運営がどのように価値を変換、創造、または破
壊するかを確認して下さい。
④あなたのビジネスのユニークな点は何ですか？　組織が戦略を
実行し、市場で成功することを可能にする資産である競争上の優
位性の源泉（才能やリソースへのアクセスなど）を強調して下さ
い。ステークホルダーや価値創造のために組織の差別化となる特
徴（目的やその存在する理由など）を強調して下さい。
⑤あなたのビジネスはどこに向かっていますか？　長期的な価値
創造を目的とした主要なマイルストーンと戦略的目標とリンクさ
れた短期・中期・長期のアクションを定義する詳細な実行ロード
マップを作成して下さい。
⑥どうやってそこに向かいますか？　現在と将来の市場動向の中
で、最終的に価値創造のドライバーと結び付いた戦略的目標（投
下資本のリターン、無理のない成長など）を開示して下さい。
⑦マネージメントを測定していますか？　長期の顧客満足度、ブ
ランド力、サプライチェーンへの投資とリターンなど組織が戦略
を遂行する能力を示す中長期の測定法と目標を提供して下さい。
⑧貴組織の課題は何ですか？　ESGなど持続可能性の課題を含
むリスクとその回避計画の概要を開示して下さい。取締役会が長
期にわたって組織の実行可能性をどのように評価したかを明確に
示して下さい。組織の実行可能性が戦略的優先事項と特定のリス
クとの直接的なつながりを示しているか、組織のリスクと整合し
ているかを確認して下さい。
⑨行動は報酬にリンクされていますか？ 役員と取締役の報酬が
長期的な価値創造と戦略的目標にどのように結び付いているかを
明確にして下さい。
⑩価値の全体像を提供しましたか？　リソース配分の組み合わせ
を含む資本投資と非資本投資がどのように持続的な競争優位性と
長期的な価値の創出をもたらすかを説明して下さい。

（原文：Purpose and Profit, IIRC  翻訳：シモン・ウォジツキ氏）
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